
　3月1日～3月5日、8人が行いました。
　掲載している内容は限られたスペースの
ため、質問と答弁の要旨を掲載しています。

消
費
税
大
増
税
の
見
解
は

質
問  
政
府
は
消
費
税
を
10
％
に
引
き

上
げ
る
計
画
だ
が
、日
本
共
産
党
は「
消

費
税
大
増
税
ス
ト
ッ
プ
！
社
会
保
障
充

実
と
財
政
危
機
打
開
の
提
言
」
を
発
表

し
た
。
こ
の
提
言
は
、
財
政
危
機
打
開

を
消
費
税
増
税
に
頼
れ
ば
、
景
気
は
一

層
悪
化
し
税
収
も
増
え
な
い
。
大
企

業
の
内
部
留
保
を
循
環
さ
せ
る
等
で
内

需
の
拡
大
を
は
か
る
応
能
負
担
の
導
入

で
、
社
会
保
障
も
段
階
的
に
充
実
し
て

い
く
と
の
内
容
だ
が
、
市
長
の
消
費
税

増
税
の
見
解
は
。

答
弁  

税
を
求
め
る
手
法
に
つ
い
て

は
、
低
所
得
者
に
配
慮
し
て
広
く
負
担

を
い
た
だ
く
消
費
税
が
良
い
と
思
う

が
、
実
施
時
期
は
景
気
回
復
、
失
業
者

減
、Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
上
が
っ
た
時
点
が
よ
い
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
を
急
に
反

対
と
し
た
理
由
は

質
問  

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
、
倉
島
議
員

が
こ
れ
ま
で
３
回
一
般
質
問
し
て
き
た

が
、市
長
は
い
ず
れ
の
答
弁
も
「
中
立
」

の
立
場
だ
っ
た
が
、
最
近
「
反
対
」
と

言
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、そ
の
理
由
は
。

答
弁  

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
は
、
戸
別
所

得
補
償
制
度
の
拡
充
や
農
業
支
援
策
な

ど
担
保
が
な
い
中
、
市
経
済
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
崩
壊
す
る
恐
れ
が
あ

る
の
で
「
反
対
」
を
表
明
す
る
。

郷
病
院
の
存
続
は
市
長
の
実

績
と
は
言
え
な
い

質
問  

市
長
選
挙
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
、

実
績
と
し
て
郷
病
院
の
存
続
と
経
営
健

全
化
を
あ
げ
て
い
る
が
、
公
設
民
営
化

問
題
で
２
年
半
も
迷
走
し
た
。
そ
の
要

因
は
、
厚
生
連
か
ら
の
一
方
的
な
運
営

委
託
の
条
件
を
市
長
が
認
め
た
こ
と
か

ら
出
発
し
、
そ
の
後
な
ん
ら
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
な
し
で
、
時
間
だ
け
ズ
ル

ズ
ル
と
経
過
し
た
。
最
後
は
、
議
会
の

「
ル
ー
ル
あ
る
公
設
民
営
化
」
方
針
で

厚
生
連
と
合
意
し
、
決
着
し
た
の
で
な

い
か
。

　

ま
た
、
財
政
健
全
化
し
た
と
し
て
い

る
が
、
何
も
や
ら
な
か
っ
た
結
果
、
財

政
が
健
全
化
し
た
の
で
は
な
い
か
。

答
弁  

公
設
民
営
化
が
実
現
で
き
た
背

景
は
、
前
市
長
、
厚
生
連
、
議
員
の
尽

力
の
賜
物
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

五
頭
連
峰
少
年
自
然
の
家

借
地
問
題

質
問  

12
月
定
例
議
会
で
、
市
長
自
ら

問
題
解
決
に
向
け
、
協
議
交
渉
に
あ
た

る
と
明
言
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
ど
の

よ
う
な
対
応
を
し
た
の
か
経
過
を
伺
う
。

答
弁  

不
動
産
鑑
定
結
果
が
昨
日
届
い

た
の
で
、
市
と
し
て
の
買
収
価
格
を
定

め
、
購
入
を
前
提
に
出
来
る
だ
け
早
い

機
会
に
自
ら
協
議
の
テ
ー
ブ
ル
に
着
く

予
定
で
あ
る
。

質
問  

今
日
に
至
る
ま
で
地
権
者
の

方
々
と
一
度
も
お
会
い
し
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
か
。

答
弁  

会
っ
て
い
な
い
。

質
問  

12
月
定
例
議
会
発
言
か
ら
３
カ

月
近
く
経
過
し
て
い
る
。
全
く
ス
ピ
ー

ド
感
が
無
い
。
こ
の
件
で
も
問
題
解
決

の
先
送
り
で
あ
る
。

　

借
地
問
題
は
、
阿
賀
北
広
域
組
合
管

理
時
代
か
ら
、
そ
の
責
任
的
立
場
に

あ
っ
た
行
政
側
の
発
言
対
応
等
に
、
地

権
者
側
で
は
行
政
に
対
す
る
不
信
感
も

強
い
と
伺
っ
て
い
る
。
即
価
格
交
渉
で

は
無
く
、
お
互
い
の
信
頼
関
係
の
再
構

築
に
向
け
て
の
努
力
が
先
決
で
は
な
い

の
か
。

答
弁  

私
の
任
期
も
後
２
カ
月
足
ら
ず

な
の
で
…
。

質
問  
前
副
市
長
に
よ
る
23
年
度
予
算

要
求
の
件
か
ら
１
年
以
上
経
過
し
て
い

る
。
任
期
間
近
で
も
解
決
で
き
な
い
こ

と
の
認
識
が
無
い
。

　

用
地
買
収
の
前
提
と
し
て
、
自
然
の
家

の
将
来
的
利
活
用
ビ
ジ
ョ
ン
と
連
動
す

る
と
思
う
が
、現
状
で
の
プ
ラ
ン
を
伺
う
。

答
弁  

市
外
利
用
者
割
合
が
高
い
こ
と

や
、
施
設
の
老
朽
化
に
伴
っ
て
修
繕
費

が
か
さ
む
等
問
題
も
多
く
抱
え
て
い
る

が
、「
青
少
年
の
大
自
然
の
中
に
お
け

る
希
少
な
宿
泊
体
験
施
設
」
と
い
う
有

為
性
か
ら
、「
向
こ
う
10
カ
年
は
現
状

堅
持
」
と
し
て
い
る
。

質
問  

用
地
買
収
後
廃
止
と
な
れ
ば
、

跡
地
利
用
策
の
検
討
や
、
場
合
に
よ
っ

て
は
遊
休
資
産
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

市
外
利
用
者
割
合
の
高
い
こ
と
の
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
。
マ
ク
ロ
的
観
点
に

立
っ
て
の
評
価
も
重
要
で
あ
り
、
し
っ

か
り
対
応
し
て
ほ
し
い
。

災
害
時
の
市
の
対
応
に
つ
い
て

質
問  

昨
年
７
月
末
の
豪
雨
お
よ
び
２

月
豪
雪
に
対
す
る
市
の
対
応
を
検
証
し
、

改
善
す
べ
き
事
項
が
あ
る
か
を
問
う
。

答
弁  

全
職
員
か
ら
災
害
対
策
全
般
に

つ
い
て
意
見
を
徴
し
、協
議
を
行
っ
た
。

職
員
動
員
体
制
、
業
務
分
掌
、
情
報
伝

達
手
段
、
避
難
所
の
運
営
等
に
つ
い
て

改
善
す
べ
き
点
が
洗
い
出
さ
れ
た
。

質
問  

２
月
４
日
の
豪
雪
時
、
当
日
は

土
曜
日
だ
っ
た
が
私
も
朝
市
役
所
に

行
っ
て
み
る
と
、
建
設
課
、
総
務
課
の

職
員
が
殺
到
す
る
市
民
か
ら
の
電
話
に

追
わ
れ
て
い
た
。
人
手
が
足
り
ず
、
電

話
応
対
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
だ
っ

た
。『
市
役
所
の
対
応
が
遅
い
』
と
市

民
か
ら
の
苦
情
も
多
く
あ
っ
た
。

　

突
然
起
き
る
地
震
と
違
っ
て
、
雪
は

気
象
予
報
で
あ
る
程
度
把
握
で
き
る
は

ず
。
職
員
の
緊
急
体
制
は
取
れ
な
か
っ

た
の
か
市
長
に
お
聞
き
す
る
。

答
弁  

私
も
当
日
朝
起
き
て
、
大
変
な

こ
と
に
な
っ
た
と
認
識
し
た
。
市
役
所

か
ら
電
話
も
き
た
が
、
自
宅
の
方
も
雪

で
大
変
で
除
雪
作
業
中
だ
っ
た
。
集
中

豪
雪
で
市
民
の
皆
さ
ん
も
パ
ニ
ッ
ク
に

な
り
、
市
役
所
に
電
話
さ
れ
た
と
思
う

が
、
限
ら
れ
た
重
機
や
人
手
の
中
で
、

職
員
を
多
く
出
勤
さ
せ
て
、
電
話
を
受

け
て
も
市
役
所
で
や
る
こ
と
に
は
限
界

が
あ
る
。

質
問  

そ
う
い
う
事
を
言
う
前
に
、
ご

自
宅
の
除
雪
も
あ
る
が
、
ま
ず
市
役
所

に
い
の
一
番
に
出
て
き
て
く
だ
さ
い
。

市
長
は
か
つ
て
、
議
会
で
震
災
対
応
の

質
問
に
対
し
て
『
想
定
外
と
は
言
わ
せ

な
い
』
そ
れ
が
災
害
時
の
基
本
だ
と
、

答
弁
し
て
い
る
。
電
話
で
全
部
解
決
し

な
い
が
、『
一
人
暮
ら
し
で
家
の
雪
が

心
配
』
な
ど
の
、
市
民
の
悲
痛
な
声
に

対
し
て
市
長
は
ど
う
い
う
認
識
を
し
て

い
る
の
か
疑
問
だ
。
ト
ッ
プ
と
し
て
の

姿
勢
が
大
事
だ
。

◆
そ
の
他
の
質
問
◆

　

・ 

消
費
税
が
増
税
さ
れ
た
場
合
の
市

の
財
政
お
よ
び
地
域
経
済
へ
の
影

響
に
つ
い
て

　

・ 

市
発
注
の
公
共
工
事
を
分
離
分
割

発
注
し
て
、
多
く
の
地
元
業
者
が

受
注
で
き
る
よ
う
に
。

除雪作業中除雪作業中
少年自然の家　野外炊飯場少年自然の家　野外炊飯場

老
人
世
帯
等
雪
降
ろ
し
費
用

扶
助
事
業
の
拡
充
に
つ
い
て

質
問  

こ
の
事
業
は
、
老
人
世
帯
等
に

対
す
る
雪
害
の
防
止
と
福
祉
の
増
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
施
行
さ
れ
て
い
る
。

　

現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

・
65
歳
以
上
の
人
口
と
高
齢
化
率

・ 

老
人
世
帯
、
母
子
世
帯
、
身
体
障
害

者
世
帯
、
そ
の
他
世
帯
数

・ 

利
用
し
た
世
帯
数
、
却
下
し
た
世
帯

数
と
そ
の
理
由

・
作
業
料
金
は
一
時
間
当
た
り
い
く
ら
か
。

答
弁  

65
歳
以
上
の
人
口
は
、
１
月
末

で
１
万
１
８
７
７
人
で
約
26
％
で
あ

る
。
実
施
要
綱
で
対
象
と
な
る
自
力
で

雪
降
ろ
し
が
不
可
能
と
思
わ
れ
る
世
帯

は
老
人
世
帯
で
２
０
４
件
、
身
体
障
害

者
世
帯
で
５
件
、
そ
の
他
世
帯
で
12
件

で
あ
る
。
そ
の
う
ち
こ
の
制
度
を
利
用

し
て
雪
降
ろ
し
を
し
た
世
帯
は
１
２
２

件
（
う
ち
２
回
以
上
利
用
は
11
件
）。

却
下
さ
れ
た
世
帯
は
16
件
で
あ
り
、
却

下
理
由
に
つ
い
て
は
、
住
民
税
課
税
世

帯
が
11
件
、
市
内
に
子
ど
も
が
在
住
し

て
い
る
世
帯
が
４
件
、
対
象
年
齢
に
達

し
て
い
な
い
世
帯
が
１
件
。
作
業
賃
金

に
つ
い
て
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

が
１
２
０
０
円
、
建
設
業
協
会
加
盟
業

者
は
２
５
０
０
円
。

　

事
業
の
拡
充
に
つ
い
て
は
一
定
基
準

が
必
要
で
あ
り
、
住
民
税
課
税
非
課
税

部
分
で
線
引
き
を
す
る
。
扶
助
金
は
１

回
当
た
り
１
万
円
、
最
大
３
回
３
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

保
育
園
の
送
迎
バ
ス
の
保
護

者
負
担
の
軽
減
を
図
れ

質
問  

あ
る
保
育
園
で
送
迎
バ
ス
運
賃

の
値
上
げ
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
聞

く
。
以
前
の
よ
う
に
市
単
独
で
助
成
措

置
を
と
り
、
保
護
者
負
担
を
軽
減
し
て

は
ど
う
か
。

答
弁  

平
成
８
年
厚
労
省
通
知
で
保
育

園
の
設
置
場
所
な
ど
の
地
域
状
況
を
勘

案
し
て
利
用
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、バ
ス
等
の
設
置
・

運
行
に
係
る
経
費
は
、
利
用
す
る
園
児

の
保
護
者
か
ら
実
費
を
徴
収
す
る
こ
と

を
原
則
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
合

併
当
初
、
市
立
は
保
護
者
負
担
が
無
料

で
あ
っ
た
こ
と
で

私
立
に
対
し
て
一

部
を
交
付
し
た
期

間
も
あ
っ
た
が
、

市
立
も
有
料
化
し

た
た
め
助
成
廃
止

の
経
緯
が
あ
る
。
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